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1 たまり場とインフォーマルコミュニケーシ

ョン

公園や井戸端のように，そこに人が集まるたまり場

という場所がある．研究室のような数十人程度の規模

の組織においても，休憩所や共用スペースとしてたま

り場は存在する．このたまり場において，集まった人

達の間で雑談，つまりインフォーマルコミュニケーショ

ンが行われることがある．我々は，たまり場で行われ

るインフォーマルコミュニケーションを通じて，様々な

情報交換を行い，また，人間関係を維持・発展している

と考えられる．本研究では，たまり場でのインフォー

マルコミュニケーションにおける問題点を３点挙げ，そ

れらを改善することでインフォーマルコミュニケーショ

ンの触発を狙うシステム InterestTravelの実装を行った．

2 問題点とシステムの要件定義

問題点１: たまり場には，常に人が居るとは限らな

い．よって，コミュニケーションを行うためにたまり

場を訪れた人がインフォーマルコミュニケーションを

行えない可能性がある．この場合，コミュニケーショ

ンを行いたいという欲求を満たす必要があると考えら

れる．問題点２: たまり場は自身の目が届かない範囲

に存在する場合がある．例えば，離れた部屋のたまり

場に人が居ることに気づかずインフォーマルコミュニ

ケーションを行う機会を逃すということがある．問題

点３: たまり場に複数人がいる場合でも，話題が存在

せずにインフォーマルコミュニケーションが行われな

いという現象がしばしば見られる．そして，そのまま

たまり場から離れてしまうことがある．

これらの問題点からシステムの満たすべき要件とし

て，次の三点を考案した．問題点１～３のそれぞれに

ついて要件１～３が一対一で対応する．要件１: たま

り場に人が居ない場合でも，代替のコミュニケーショ

ン手段として利用出来るようにすること．要件２: た
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まり場に人が居ることを伝達すること．要件３: たま

り場に集まるメンバに対して，話題として活用出来る

情報を提示すること．

3 InterestTravel概要

システム概要 本システムでは，ユーザはモバイル端

末を用いる．また，たまり場にはマーカが設置され，モ

バイル端末のカメラで認識することで利用が開始され

る (図 1)．

図 1:システム利用イメージ

たまり場へのつぶやき 本システムでは，要件 1を満

たす代替のコミュニケーション手段として，つぶやきを

用いる．つぶやきとは，Twitter∗や Facebook†といった

Social Networking Serviceにおけるタイムライン上でみ

られる，コミュニティの各メンバが何を見たのか，何

を感じたのかという「自分の今」を伝えるテキストで

ある．モバイル端末のカメラをたまり場のマーカにか

ざすと，たまり場に投稿されたつぶやきの閲覧と，つ

ぶやきの投稿を行うことが出来る (図 2)．つぶやきに

は，投稿者名，投稿日時，コメントが閲覧の際には見

えない隠し情報として付与される．閲覧の際に，つぶ

やきをタップすることで隠し情報画面にアクセスする

ことが出来る.また，隠し情報画面からコメント投稿の

画面へ遷移することが出来る．

利用状況の通知 たまり場において誰かがシステムの

利用を開始すると，たまり場に人が居ることがたまり

場を利用するメンバのモバイル端末に通知される．た

まり場に人が居ることが分かるため，要件２を満たす．

∗https://twitter.com/
†https://www.facebook.com/



図 2: Interest Travelのメイン画面

また，ユーザがつぶやきの投稿，隠し情報画面へのア

クセス，コメントの投稿を行うと，その旨がメンバの

モバイル端末に対して通知される．誰がどのような利

用を行ったという情報は，話題のきっかけとして用い

られることを狙い，これにより要件３を満たす．これ

らの通知された利用状況は，モバイル端末のステータ

スバーに提示される (図 3)．

図 3:利用状況の通知

4 実装方法

本システムでは，モバイル端末としてAndroid端末を

使用した．つぶやきの描画には，ARToolKit for moblile∗に

よる拡張現実感を用い実世界との位置合わせを行った．

これにより，つぶやきを実空間に貼り付けるメモのよ

うに使用することが出来るなど，表現の幅が広がると

考えられる．また，利用状況の通知のために計算機と

ソケット通信を行う (図 4)．

図 4:ハードウェア構成図

∗http://www.msoft.co.jp/ar/

5 関連研究

インフォーマルコミュニケーションの触発のために，

松原らは，囲炉裏メタファを用いたテーブルトップディ

スプレイ,サイバー囲炉裏をたまり場に設置した [1]．サ

イバー囲炉裏は，たまり場において複数人と会した時

に，話題が存在しない場合に発生する居心地の悪さを解

消し，話題としてランダムなWEBページを提示する．

つまり，本研究の要件 3を満たすと考えられるが，本研

究は要件 1と 2を備える点で異なる．椎尾らは，たま

り場に人が集まりつつあることを離れたオフィスに伝

えるMeeting Pot[2]を作成した．Meeting Potは，コー

ヒーメーカーの利用状況からたまり場に人が集まって

いることを検知する．人が集まっているという情報は

無線で送信され，離れたオフィスで受信されるとコー

ヒーの匂いが発生する．Meeting Potは，本研究の要件

2を満たすと考えられるが，本研究は要件 1と 3を備

える点で異なる．Nakanoらは，パーティションによっ

て区切られたオフィス環境において，個人机近辺で発

生するインフォーマルコミュニケーションを支援する

システム Traveling Cafe[3]を作成した．本研究は，た

まり場でのインフォーマルコミュニケーション支援を

行う点で異なる．

6 まとめ

本研究は，たまり場でのインフォーマルコミュニケー

ションにおける問題点の改善を目指し，インフォーマル

コミュニケーションの触発を狙うシステム InterestTravel

の提案と実装をおこなった．
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